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4. 梱包資材・緩衝材等のリサイクルに関する調査 
 

4.1 調査概要 
 

4.1.1 調査目的・背景 
梱包資材・緩衝材等は、プラスチック製バンド、ビニールシート、段ボール、発泡プラスチック等多種存

在しており、建設資材の製品損傷からの保護等、その用途に応じて多方面で使用されている。これらは、

建設現場等において不要となり、産業廃棄物として排出されている。梱包資材・緩衝材等のうち、段ボー

ルや発泡プラスチックについては、排出時の識別が容易であることから、排出時の適切な分別等により製

紙原料やプラスチック原料としての再生利用が比較的進んでいる。 

一方、プラスチック製梱包資材（プラスチック製バンド、ビニールシート等）においては、排出時でのポリ

プロピレン、ポリエチレン等組成判別困難の要因により分別が適切になされておらず、その結果、大半が

他の建設廃棄物と一緒になって混合廃棄物として埋立処分されている現状である。（「平成 12 年度建築

系混合廃棄物中の廃プラスチック再資源化のための基礎調査報告書」による）。さらに、新築工事現場は、

梱包資材・緩衝材等の発生する現場が多方面に散在しており、プラスチックに限定して言えば効率的な

回収が困難である。そのことが、再生利用されずに埋立処分されている大きな要因の一つとなっている。 

プラスチック製の梱包資材・緩衝材等については、その発生量も多く、再資源化原料としてのグレード

が上位に位置付けられるものであることから、分別等の処理が適正になされ、かつ量的な回収が確保さ

れれば、再生プラスチック製品等のリサイクル原料として、流通が期待できるものである。 

本調査では、プラスチック製梱包資材・緩衝材等のリサイクルシステム構築に向けた調査・検討を行い、

梱包資材のリサイクルを促進し、事業の展開を図ることを目的としている。 

 

4.1.2 調査対象 
本章では、新築工事現場で発生する廃プラスチック全般を対象とし、特にプラスチック製梱包資材(プ

ラスチック製バンド、ビニールシート等)・緩衝材(発泡プラスチック)等を中心に、新築工事現場での発生

状況・量・種類(梱包種類・プラスチック樹脂種類)等について調査を実施した。また、研究開始当初の計

画では、新築工事現場で発生する廃プラスチックのみを対象としていたが、調査の課程において、建設

資材製造工場と新築工事現場での梱包状況が異なるもの(部品の状態で出荷し、中間の販売会社にお

いて組み立てられるもの)があることが判明したため、これについても対象としている。なお、今年度は、ビ

ル系建物と比較して、多方面に散在し、一現場での発生量が少ないことから、より再資源化が困難と考え

られる新築戸建住宅に使用される建設資材の梱包資材・緩衝材について調査を実施している。以下に

調査対象を示す。 

 

· 新築戸建住宅に投入される建設資材・住設機器の梱包資材・緩衝材等の使用状況 

· 中間の販売会社における梱包資材・緩衝材等の発生状況 

· 建設資材の加工工場における梱包資材・緩衝材等の発生状況 
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4.2 新築戸建住宅に用いられる建設資材・住設機器の梱包資材・緩衝材等に関する調査 
 

4.2.1 調査概要 
本調査は、新築戸建住宅の工事現場において、樹脂種類等の判別・分別が困難であるプラスチック

製梱包資材・緩衝材等の建設資材製造時の現況を把握し、再資源化促進に有効な対策について提案

することを目的とし、アンケート調査を実施したものである。 

調査は、株式会社イオリナより提供された標準的な戸建住宅(住宅金融公庫モデルプラン)の図面(図

4.2.1～4)、仕上概要表(表 4.2.1、2)、室内外設備一覧表(表 4.2.3～5)を参照し、その仕様に相当する製

品について、以下の項目について設問を設定した。 

 

 

図 4.2.1 1 階・2 階平面図 
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図 4.2.2 東西南北立面図 

 

図 4.2.3 基礎・1 階床伏図 
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図 4.2.4 2 階床・小屋伏図 



コロニアル

施工面積

73.28㎡ 73.28㎡

67.07㎡

仕上

下地

140.35㎡ 仕上

下地

床

天井

網戸付

居室　H＝1700以上：ﾄｰﾒｲ厚5,H＝1700未満：ﾄｰﾒｲ厚3,型板厚4　居室以外：型板厚4

網戸付

階

１階

２階

軒裏

軒裏換気口

１階

２階

雑巾摺

雑巾摺米栂

塩ビ見切り材

木製巾木

木製巾木

畳寄せ

雑巾摺

木製巾木

木製巾木

塩ビ見切り材 ささら桁

塩ビ見切り材

塩ビ見切り材

塩ビ見切り材

集成材

集成材

木製巾木

木製巾木

木製巾木

木製巾木

塩ビ見切り材

塩ビ見切り材

塩ビ見切り材

塩ビ見切り材

石膏ボード

下地

石膏ボード

ビニールクロス

塩ビ見切り材

塩ビ見切り材

防火サイディング厚13

モルタル刷毛引き

軒樋：塩ビ製角樋

竪樋：塩ビ製丸60Φ

浴室　ルーバー用型板厚6

アルミ製（引違及びＦＩＸ）

石膏ボード

1階に同じ

構造用合板厚12,アスファルトフェルト

1階に同じ

アルミ製引違戸（浴室：ルーバー）

71.21㎡

用途地域

仕　上・仕　様

住宅屋根用化粧スレート葺き　勾配40／100

野地板：構造用合板Ⅰ類厚12　

部　　位

屋
根

67.07㎡

構　　造

破風・鼻隠し床面積

仕様概要表・仕上表１

　　　外部仕上・仕様
工事名称

建築場所

　　　工事概要
住宅金融公庫モデルプラン 特　記・品　番

仕上

石膏ボード

フローリング

システムバス

ビニールクロス

ビニールクロス

石膏ボード構造用合板厚12

地板　ケヤキ

階段

浴室

ＷＣ

床の間

洗面所 フローリング

畳

フローリング

和室

台所

京壁

石膏ボード

ホール

ビニールクロス

項　　目

断熱材

外
壁

外部板金グラスウール厚50（密度10kg/ｍ
3
）

雨樋仕　　様

合  計 138.28㎡

　　　断熱材その他仕様

建築面積

階　数

２  階

敷地面積

１  階

外
部

基礎見えがかり

ポーチ

ＬＤ

フローリング ビニールクロス

フローリング

玄関戸

出窓

窓サッシ

処理範囲　1階床部分及び1階土壌処理

H=1700以上の掃き出し窓サッシは三方枠

洗面所・ＷＣ等サブスペース：2300

開
口
部

上記以外：膳板,下枠以外は枠無し ガラス

木製巾木石膏ボード

巾木廻縁

石膏ボード 木製巾木ビニールクロス

ビニールクロス

天井仕上

塩ビ見切り材

ビニールクロス

石膏ボード

ラスボード厚7

ビニールクロス

ビニールクロス

石膏ボード

石膏ボード

石膏ボード

杉杢合板　敷目天井

杉杢合板　敷目天井

石膏ボード

石膏ボード ビニールクロス

ビニールクロス 石膏ボード

ビニールクロス

ビニールクロス

石膏ボード

ビニールクロス 石膏ボード ビニールクロス 石膏ボード

ビニールクロス 石膏ボード

ラワン合板厚5.5押入

ラワン合板厚4

ラワン合板厚4

フローリング ビニールクロス

洋室

物入

ＷＣ 石膏ボード

フローリング

木質段板

ビニールクロスフローリング

モルタル金ゴテ仕上

フローリング

勝手口

ホール

石膏ボード

京壁

キッチン前：不燃化粧ボード

構造用合板厚12 ラスボード厚7

下葺：アスファルトルーフィング20kg

サイディング

ケイカル板厚12（有孔ボード）

ステンレス製,アクリル樹脂焼付塗装仕上

捨谷・雨押・水切・谷樋：カラー鉄板

土間コンクリート厚100,磁器床タイル150角

ケイカル板厚12（有孔ボード）

アルミ製片開きドア

石膏ボード

石膏ボード

石膏ボード

石膏ボード

ラワン合板厚4

ラワン合板厚4

ビニールクロス

ビニールクロス土間コンクリート厚100

下地 壁仕上

　　　内部仕上・仕様
下地

ビニールクロス

磁器床タイル150角

外気に接する床

外壁

ポリスチレンフォーム厚30

グラスウール厚50（密度10kg/ｍ
3
）

床仕上

玄関

部屋名

表　4.2.1　仕様概要表・仕上表　1

下地

防腐・防蟻措置

開口部内枠納まり

天井高 洋室系居室・ホール：2450,和室：2400

処理方法　住宅金融公庫共通仕様書による

屋根下天井



項目 数量 数量

地盤 1ヶ所 １ヶ所

２ヶ所

１ヶ所

２ヶ所

１ヶ所

１ヶ所

1ヶ所

３組 ４ヶ所

１ヶ所

２ヶ所 １ヶ所

１ヶ所

３ヶ所 １ヶ所

１ヶ所

1ヶ所 ４ヶ所

1ヶ所

箱型折返し階段 1ヶ所 １ヶ所

3段廻り+踊場付　廻り側板納め ２ヶ所 1セット

1ヶ所

４ヶ所

２ヶ所 1セット

２ヶ所 1セット

２ヶ所 1台

２ヶ所

２ヶ所 1台

1ヶ所 １ヶ所

1ヶ所 1台

1ヶ所

1台

1ヶ所 １ヶ所

２ヶ所 1セット

２ヶ所

1ヶ所

1ヶ所

1台

1ヶ所 1台

１ヶ所

１ヶ所

1台

1台

１ヶ所

１ヶ所

１ヶ所

１ヶ所

１ヶ所

ビス止めホールダウンＵ

散水ボックス

給湯設備

単水栓

1階トイレ

システムバス

米栂一等　　　　　　　　 60×45

米松・米栂　　　　　　　105×105～

米栂一等　　　　　　　　 90×90

米栂一等　　　　　　　　 90×90

米栂一等　　　　　　　　 75×45

米松・米栂　　　　　　　105×105～

大引

棟木

火打梁

床タイル

普及品

磁器床タイル150角

ビニールクロス

火打土台

筋違

床束

通し柱

木
　
構
　
造

管柱

玄関・ﾎｰﾙ・各居室　各室毎

3路スイッチ

門灯用配線

1・2階トイレ用

防雨型コンセント・スイッチ

及び配線

台所換気扇用　　　シングル

台所冷蔵庫用　　専用,ｱｰｽ付

洋室-３　　　　　 ダブル

洋室-２　　　　　 ダブル

電子レンジ用　　専用,ｱｰｽ付

浴室,1・2階トイレ換気扇用

根太

台所　　　　　　　ダブル

垂木

小屋束

床梁･桁･胴差

小屋梁

母屋

土台

を使用する。

1坪タイプ　浴槽ＦＲＰ

ホール（１,２階） ダブル

ＬＤ　　　　　　　ダブル

Ｈ＝2300,Ｗ＝1800

Ｈ＝2300,Ｗ＝1695

天袋Ｈ＝450

和室　　　　　　　ダブル

2ハンドル混合水栓

Ｗ＝750

洗濯機用　　　　　　ｱｰｽ付

ホール,ＬＤ,階段用

ＬＤ・台所　　　 　各室毎

洗濯機用

トイレ便器用

機
　
械
　
設
　
備

給湯機付風呂釜用

洗濯機用水栓

洗濯機用排水金物

単水栓

換気扇

キッチン用水栓

流し台,洗髪洗面化粧台,

給湯機付風呂釜24号

台所流し用（1階）給排水設備

浴室

シングルレバー

浴室,洗面所,1・2階トイレ

地耐力fe≧5ｔ/㎡として設計

コンクリート厚100ｍｍ以上

名称

分電盤

仕様

洋室引違戸

洋室開き戸

仕様概要表・仕上表２

漏電ブレーカー付,12回路用

仕様

加圧式防腐防蟻処理土台　105×105

仕様部位

框組（突板仕上）

紙：新鳥の子,縁：新上花

天然木貼/新鳥の子,縁：新上花

スプルス,組子：荒間

襖

障子

隅柱 米栂一等　　　　　　　　120×120

米栂一等　　　　　　　　105×105

桧貼集成材　　　　　　　103×103

洋室ガラス戸

框組（突板仕上）

基
　
　
礎

べた基礎

洋室片引戸

化粧シート貼

框組（突板仕上）

突板仕上

名称

　　　建具仕様

ホールダウン金物

アンカーボルト

設計地耐力

　　　設備・備品仕様　　　構造仕様

ＴＶ付インターホン

ＷＣ　　　　　　　　ｱｰｽ付

洋室-１　　　　　 ダブル

同軸ケーブル配線共

給湯機付風呂釜用

ＢＳ対応ＴＶ端子,ＢＳ対応

洋室-４　　　　　 ダブル

洗面所　　　　　　直結

食器戸棚

玄関収納

洗面化粧台

隅木

米栂一等               105×105

米栂一等               105×105

インターホン

ＴＥＬ用配管

ＴＶ配線

換気扇

プレート

ＶＨＦ,ＵＨＦアンテナ

台所用換気扇

ＢＳアンテナＴＶアンテナ

ブースター

名称 仕様

洗髪洗面化粧台,洗面化粧台

排水金具

屋外散水栓

（標準仕様）

洗面化粧台,シャワー

タオル掛け

ｼﾝｸﾞﾙﾚﾊﾞｰｼｬﾜｰ混合水栓

ワークトップ：ステンレス

Ｈ＝850,Ｗ＝2550　

吊戸棚Ｈ＝700

防雨型コンセント

電灯配線

桧貼集成材　　　　　　　117×117

米栂一等　　　　　　　　 90×90

桧一等　　　　　　　　　120×120

米栂一等　　　　　　　　105×105

鋼製火打金物

鋼製束Ａタイプ

米栂一等　　　　　　　　 90×90

パイロットスイッチ

ホタルスイッチ

コンセント

タオル掛け

天袋Ｈ＝450

Ｗ＝750

電
　
気
　
設
　
備

ペーパーホルダー

ﾄﾞｱ：2枚折れ戸　天井：ﾌﾗｯﾄ

照明：1灯　風呂ﾌﾀ：巻きﾌﾀ

握りﾊﾞｰ：Ｉ型600㎜

タオル掛け

便器：手洗付一体型防露便器

温水洗浄脱臭便座

タオル掛け

Ｗ＝640　Ｄ＝640　Ｈ＝55

化粧キャップ付

2階トイレ

洗濯機パン

温水洗浄脱臭暖房便座

玄関手摺 Φ35　0.8ｍ

外廻りΦ35

備
　
　
　
品

システムキッチン

洗髪洗面化粧台

タオル掛け

便器：手洗付一体型便器

階段手摺

ペーパーホルダー

※建材・接着剤はＦ☆☆☆☆品又は同等認定品

化粧シート貼

ｌ＝400（Ｚマーク表示金物）

物入引違戸

戸襖

物入開き戸

表　4.2.2　仕様概要表・仕上表　2

プレカット階段



　システムキッチン（標準仕様） 　玄関収納 　システムバス 　給湯機

　システムキッチン（高級仕様） 　洗髪洗面化粧台 　トイレ 　洗濯機パン・水栓・排水トラップ

　食器棚 　洗面化粧台 　トイレ 　散水栓ボックス・散水栓

表　4.2.3　室内外設備一覧表

Ｗ＝1800　Ｄ＝450　Ｈ＝2300
天袋　：ＧＱＤ7Ａ1　25,000円　　タオルバー　：ＧＱＤ803　6,000円

品番　：ＣＧＺ－Ｃ162ＦＦ※　セット価格164,200円標準タイプ　食洗機なし　　組合わせ合計価格630,000円

給湯機付風呂釜24号
屋外据置型　設置フリータイプ　本体品番　：ＧＸ－244ＡＲ　きくばリモコンセット

松下電工　　シーメイドＳタイプ　壁付けタイプ Ｗ＝750　2ハンドル混合水栓　
松下電工　　ＥⅡ

ＩＮＡＸ

洗濯機パン　Ｗ＝640　Ｄ＝640　Ｈ＝55　　

　Ｗ＝1695　Ｄ＝370　Ｈ＝2300

室内外設備一覧表

松下電器　　集いフィットＮシリーズ
Ｗ＝2550　Ｈ＝850　吊戸棚Ｈ＝700

松下電工　　ＧＳシリーズ
永大産業　カスタムデザイン　キャビネットタイプ　　

パーパス
1坪タイプ　浴槽：ＦＲＰ

ＴＯＴＯ　　ＺＧシリーズ
ウォシュレット一体形便器　品番　：ＣＥＳ9099ＬＥ＃

ＩＮＡＸ　アメージュＭＣ脱臭シャワートイレ

リモコン　ペーパーホルダー品番　：ＹＨ41Ｒ＃　タオル掛け品番　：ＹＴ41＃

本体品番　：ＸＧＳＳ14ＢＢ5ＷＮＢＢＱＥＦ1ＡＡＣ1ＭＡＲ　プラン価格999,200円

本体価格　287,000円

ドア：2枚折れ戸　天井：フラット　照明：1灯　風呂フタ：巻きフタ　握りﾊﾞｰＩ型600㎜

松下電工　　サラサウィン
Ｗ＝750　シングルレバーシャワー混合水栓

紙巻器付収納棚品番　：ＷＫＦ－70　棚付タオル掛品番　：ＴＳＦ－110Ｗ

本体価格　：285,810円

INAX

シャワートイレ一体型便器　便器品番　：ＧＢＣ－220Ｓ　タンク品番　：ＤＴ－4813Ｘ

散水栓（13mm）　品番　：LF－13－13（JW）　2,150円

Ｗ＝2590　Ｈ＝８00　吊戸棚Ｈ＝700
松下電工　オーメイド

本体価格　202,000円

本体　：ＸＧＱＤ75ＵＳ□Ａ　90,000円　　両開き三面鏡　：ＧＱＤ76ＵＭＫ　65,000円

タオルバー　：ＧＬＳ7ＴＡ01　7,000円　　天袋　：ＧＱＤ7Ｕ1　29,000円

本体　：ＧＱＤ75ＦＡ〇　51,000円　　三面鏡　：ＧＱＤ732ＦＭ　58,000円　
リモコン（13タイプ）

セリシャスＹシリーズ　349,300円

人造大理石カウンター
フリント<グレードＡ>
ぺブルホワイト<ＹＦ>

Ｇシンク76
ＳＵ27ＳＺＡ
86,400円

浄水器付シャワー混合水栓
ＳＵ1ＴＫＷ38ＰＶ2Ｘ
48,000円

ＩＨクッキングヒーター200Ｖ
幅600㎜オールメタル加熱方式
ＳＵＳ31ＥＢ1Ｋ
295,000円

フルオーブンスライドタイプ
食器洗い乾燥機（幅45㎝）
Ｗ＝448　Ｄ＝633　Ｈ＝750～850
ＳＵＳ18ＥＷ1
170,000円

電動昇降収納
ＳＵ□□75ＵＥＴ

ＩＨ対応レンジフード
幅750㎜タイプ
156,000円センサ付薄型照明

ＳＵ70ＷＲＭ
29,000円

扉
ラディエスシリーズ
グレードＧ40
鏡面仕上

キッチンボード
（6㎜厚アクリルＥＢ塗装）
鏡面調

シングルレバー混合水栓
ＡＤ－ＴＫＧ31ＵＰＣ

デコミドルシンク

深型レンジフード
（プロペラファン）
Ｔ－090ＨＣＱＡＵ－Ｓ

ガスコンロ
ＧＥ－ＭＨ24Ｆ－Ｓ

引き出しトレイシンク下スライド収納

ステンレストップ

ツインスライド収納

浴室リモコン
ＦＣ－630

台所リモコン
ＭＣ－630

追いだき配管用セット
ＴＰ-ＸＰＥＮ05（ＳＭ110）
15,750円

ＴＰ-Ｓ100ＰＦ
9,030円

ＴＰ-Ｓ52ＰＦ

循環アダプター

洗濯機用単水栓
ＬＦ-38ＲＨＱ
8,800円 排水トラップ

TP-32
3,500円

PF－6464AC
セット価格　10,000円



  玄関ドア 　ルーバーサッシ 　内部建具　片開きドアセット 　内部建具　収納用引き違い戸セット

　勝手口ドア 　出窓サッシ 　内部建具　片引き戸セット 　内部建具　収納用両開きドアセット

　引違いサッシ 　内部建具　片開きドアセット 　内部建具　トイレドアセット

表 4.2.4 開口部一覧表

　S※A4E0709　S※A4E1712　S※A4E1713　S※A4E1718　S※A4E1720 セット品番　：ＶＤＺ－2Ｄ107ＲＫ1Ｔ※（Ｌ/Ｒ）　64,000円 セット品番　：ＶＤＺ-2Ｔ057ＲＫ1Ｔ※（Ｌ/Ｒ）　69,000円
新日軽　テクトⅢ単体サッシ　半外付サッシ 永大産業　框組みデザイン　ＲＫ 永大産業　框組みデザイン　ＲＫ

和洋室用　S※CKBKB1712 セット品番　：ＶＤＺ-1Ｖ207ＲＫ1Ｔ※　85,500円
片開きドア　単板ガラス仕様　ヒシクロス格子 新日軽　角型出窓　サンスペースKH型 永大産業　框組みデザイン　ＲＫ 永大産業　框組みデザイン　ＲＫ

トステム　ベルエアＧＣ型07420Ｌ

永大産業　框組みデザイン　　ＲＫ
セット記号　：□-□-Ｂ-ＧＷ4-19ＴＪ-10-Ｒ SCBA0407K セット品番　：ＶＤＺ-2Ｄ107ＲＷ1Ｔ※（Ｌ/Ｒ）　102,000円 セット品番　：ＶＤＺ-1Ｓ407ＲＫ9Ｔ※　125,500円
片開きドア　枠寸法Ｗ＝９２４　Ｈ＝２３３０ 新日軽　フォーメルト70　ダブルルーバーサッシⅡ型 永大産業　框組みデザイン　ＲＷ

セット品番　：ＶＤＺ-1Ｒ107ＲＫ9Ｔ※　90,000円Ｗ＝780　Ｈ＝2030

開口部一覧表

トステム　フォルマ23　ＧＷ4-19型



　屋根材 　　床材 　造作材

　外壁材 　玄関手摺

  雨樋 　階段手摺

軒樋品番　：ＭＱＣ6130 フレキシブルジョイント　ＫＳＢ-ＦＪＮ（勾配・コーナー兼用）

表　4.2.5　その他仕様一覧表

ウッディ-ジョイント　ＫＳＢ-ＷＴＪＮ（勾配・コーナー兼用）

松下電工　シビルスケアＰＣ50 永大産業　マルボ21

セラディール13　ボテチーノ　4,410円/枚 ＫＳＢ-ＧＴＳＧ53
クボタ松下電工外装 永大産業　マルボ21

<ライトビーチ>ＮＨＢＳ-ＬＢＮ　22,000円/ケース
カラーベスト　コロニアルＮＥＯ　10,080円/坪 12×303×1818

その他仕様一覧表

クボタ松下電工外装 永大産業　ニューハイタフビーチ 永大産業　システム造作材,床造作材　

同質出隅コーナー　1,995円/本

上がり框（ビーチツキ板/
スタンダードタイプ）
90×150×1950
22,000円

玄関幅木（ビーチツキ板/
スタンダードタイプ）
30×150×1950
14,000円

手摺（笠木）　Ｃシリーズ
24×153×3950
ＩＰＥ-ＫＫ02※39
13,000円

窓枠（固定枠タイプ）
厚み21㎜　Ｃシリーズ
21×130×3950
ＩＰＥ-ＡＭ130※39
13,200円

幅木　Ｃシリーズ
7×65×3950
ＩＰＥ-ＭＨ104※39
15,000円
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· 建材/住設機器名称 

· 荷姿               ：出荷時の荷姿について、梱包資材・緩衝材等の使用状況が判別出来  

る写真、もしくはスケッチ 

· 梱包資材・緩衝材等の品目 ：出荷時に使用している全ての梱包資材・緩衝材等の品目名(ex．バンド、

テープ、箱、シート) 

· 梱包資材・緩衝材等の使用量：荷姿の写真(もしくはスケッチ)における単位(1 セット)での梱包資材・緩

衝材等の使用量 

· 梱包資材・緩衝材等の素材 ：出荷時に使用している梱包資材・緩衝材等の素材・原料(プラスチック

類については、樹脂種類まで) 

· 荷解きの実施者        ：現場での荷解き実施者(ex．メーカー専門職、現場の指示を受けている

職人) 

 

荷解きの実施者に関する設問は、再資源化に有効な対策を提案した際、その情報を伝達していくべき

対象を調査するものである。 

また、調査対象の再資源化に対する取り組みを調査するため、以下の設問を設定した。 

 

· 梱包資材・緩衝材等のリサイクル推進のために配慮している事項 

· 梱包資材・緩衝材等のリサイクル推進に有効な対策 

 

梱包資材・緩衝材等のリサイクル推進に有効な対策に関しては、梱包資材・緩衝材等を起源とする廃

棄物のリサイクル推進に有効かつ実現性の高いと考えられる対策を調査するため、当調査委員会で検

討したもの、建材・住設機器メーカーにおいて先進的に取り組まれている事例等を回答選択肢とし、設問

を設定した。発送した調査票を次ページ以降に示す。 

調査対象は、建材産業協会の企業会員として、60 件の発送を行った。回答を求めた建設資材・住設

機器は、調査対象が製造しているもので、標準的な戸建住宅に投入可能なものとしている。なお、戸建

住宅一軒に投入される建設資材を網羅するため、回答頂く建設資材・住設機器を指定した重点調査対

象を 9社選定している。重点調査対象における調査品目の割り当てを表 4.2.6 に示す。 

なお、調査期間は、2004 年 12 月初旬から 2005 年 1 月初旬であり、回答の回収は、Fax または E-

mail をもって行った。回答に不明な点がある場合は、追跡調査として電話等でヒアリングを実施している。 
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表 4.2.6 重点調査対象と調査品目(その 1) 

 

調査品目 
該当製品例 

 

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ 

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ 

Ｙ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｐ 

ク
ボ
タ
松
下 

ト
ス
テ
ム 

ニ
チ
ハ 

永
大
産
業 

電
工 

大
建
工
業 

１ システムキッチン 

（標準仕様） 

松下電器 集いフィット 

N シリーズ 
      ○ ○  

２ システムキッチン 

（高級仕様） 

松下電工 オーメイド 
      ○ ○  

３ 食器棚 松下電工 シーメイド S 

タイプ 壁付けタイプ 
      ○ ○  

４ 玄関収納 永大産業 カスタムデザイン

キャビネットタイプ 
      ○ ○  

５ 洗髪洗面化粧台 松下電工 サラサウイン        ○ ○  

６ 洗面化粧台 松下電工 EⅡ       ○ ○  

７ システムバス 松下電工 GS シリーズ ○       ○  

８ トイレ TOTO ZG シリーズ ○ ○        

９ トイレ ＩＮＡＸ アメージュ MC 

脱臭シャワートイレ 
○ ○        

１０ 給湯機           

１１ 洗濯機パン・水栓・排水

トラップ 

ＩＮＡＸ 洗濯機パン 
○ ○        

１２ 散水栓ボックス・散水栓 ＩＮＡＸ 散水栓 ○ ○        

１３ 玄関ドア トステム フォルマ 23  

ＧＷ４－１９型 
  ○  ○     

１４ 勝手口ドア トステム  ベルエアＧＣ型

07420L 
  ○  ○     

１５ 引き違いサッシ 新日軽 テクトⅢ 

単体サッシ 半外付けサッシ 
  ○  ○     

１６ ルーバーサッシ 新日軽 フォーメルト 70 

ダブルルーバーサッシⅡ型 
  ○  ○     

１７ 出窓サッシ 新日軽 角型出窓  

サンスペース KH型 
  ○  ○     

１８ 内部建具 片開きドア 

セット 

永大産業 框組みﾃﾞｻ ﾞｲﾝ

RK 
      ○  ○

１９ 内部建具 片開きドア 

セット 

永大産業 框組みﾃﾞｻ ﾞｲﾝ

RW 
      ○  ○

２０ 内部建具 片引き戸 

セット 

永大産業 框組みﾃﾞｻ ﾞｲﾝ

RK 
      ○  ○

２１ 内部建具 トレイドア 

セット 

永大産業 框組みﾃﾞｻ ﾞｲﾝ

RK 
      ○  ○

２２ 内部建具 収納用 

引き違い戸セット 

永大産業 框組みﾃﾞｻ ﾞｲﾝ

RK 
      ○  ○

２３ 内部建具 収納用 

両開きドアセット 

永大産業 框組みﾃﾞｻ ﾞｲﾝ

RK 
      ○  ○

２４ 屋根材 クボタ松下電工外装  

カラーベスト コロニアル 
   ○      
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表 4.2.6 重点調査対象と調査品目(その 2) 

 

4.2.2 アンケート調査結果 
4.2.2.1 戸建住宅 1 棟あたりの梱包資材・緩衝材等の発生量 
本調査では、19 社 128 製品(表 4.2.6 に示した重点調査対象と調査品目を含む)について、回答を得

た。本調査における全回答を付録に示す。 

本調査では、複数の回答を頂いている品目に関しては、任意に 1 製品を抽出し、標準的な戸建住宅

1棟あたりに使用される梱包資材・緩衝材等の種類・使用量について求めている。 

標準的な戸建住宅 1 棟あたりに使用される梱包資材・緩衝材等の種類・使用量を求めた際に、“2.2

新築戸建住宅における現場調査”で示したプラスチック製梱包資材・緩衝材等の発生量と一部に差違が

認められたため、回答機関の一部に追跡調査を実施した。その結果、回答頂いた建設資材・住設機器

の投入量(投入可能な梱包数)の修正を実施した。また、追跡調査を実施した際、建設資材製造工場と新

築工事現場での梱包状況が異なるもの(部品の状態で出荷し、中間の販売会社において組み立てられ

るもの)があることが判明したため、現場発生と中間の販売会社発生に分けて集計を行っている。なお、

中間の販売会社での梱包資材・緩衝材等の発生状況については、本アンケート調査とは別に、訪問調

査を実施している。これに関しては、4.3 に詳述する。 

新築戸建住宅 1 棟あたりの梱包資材・緩衝材等について集計した結果を表 4.2.7～12 に、素材・プラ

スチック樹脂種類別の発生割合を図 4.2.5 に、新築戸建住宅 1 棟に投入される建設資材・住設機器の

部位別梱包資材・緩衝材等の使用割合を図 4.2.6 に、部位別プラスチック製梱包資材・緩衝材等の使用

割合を図 4.2.7 に、プラスチック製梱包資材・緩衝材等に使用されている樹脂の種類別割合を図 4.2.8

に示す。 

なお、本調査では、標準的な戸建住宅の全建材について回答を得られている訳ではない。しかし、建

材産業協会・会員企業に関連する建材等については網羅されており、今後、協会として廃プラスチックの

再資源化を推進する上での対応が可能な範囲が明らかになった。 

 

調査品目 
該当製品例 

 

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ 

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ 

Ｙ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｐ 

ク
ボ
タ
松
下 

ト
ス
テ
ム 

ニ
チ
ハ 

永
大
産
業 

電
工 

大
建
工
業 

２５ 外壁材 クボタ松下電工外装  

セラディール１３ 
   ○  ○    

２６ 雨樋 松下電工  シビルスケア

PC50 
       ○  

２７ 床材 永大産業 

ニューハイタフビーチ 
      ○  ○

２８ 玄関手摺 永大産業 マルボ２１       ○  ○

２９ 階段手摺 永大産業 マルボ２１       ○  ○

３０ 造作材 永大産業 システム造作材、

床造作材 
      ○  ○



PE PP PS PET 不明 ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ レベル カスケード
バンド 1200.00 3 3
ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 4200.00
パレット 木材 11800.00

0 1200.00 0 0 0 4200.00

0 0 0 0 0 0
0 1200.00 0 0 0 4200.00 屋根 17200.00 屋根 1200.00

ｽﾄﾚｯﾁﾌｨﾙﾑ 3658.00 3 2
合紙 13610.00 3 2 両面ポリエチレンラミネート紙
表示シール 紙 373.00
裏面ラベル 紙 64.00
SVバンド 362.00 3 3
SVバンドシール 鉄 10.00
ポカリバー 362.00 3 2
緩衝材 53.00 53.00 ポリスチレン・ポリエチレン複合発泡体
説明書 紙 10.00
天板 木材 5930.00
出荷パレット 木材 22058.00 釘

17683.00 362.00 53.00 0 0 0
175.65㎡

0 0 0 0 0 0
17683.00 362.00 53.00 0 0 0 外壁 46543.00 外壁 18098.00

ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 2380.00
PPバンド 4.00 3 3
モウルド 9.00
ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 2953.00
PPバンド 4.00 3 3
モウルド 285.00
ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 465.00
パッド 62.00
ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 418.00
PE袋 43.00 3 2

（1梱包/30個） ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 373.00
（1梱包/20個） ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 1016.00

43.00 8.00 0 0 0 7961.00

床
天井

0 0 0 0 0 0
43.00 8.00 0 0 0 7961.00 雨樋 8012.00 雨樋 51.00

ポリシート 225.00 3 2
緩衝材 1240.00
外装ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 3480.00
封緘テープ 80.00 3 3
PPバンド 160.00 3 3
養生テープ 42.00 3 2
ライトロン 16.00 3 3
ｽﾄﾚｯﾁﾌｨﾙﾑ 26.00 3 2
緩衝材 100.00
外装ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 1300.00
封緘テープ 6.00 3 3
ライトロン 44.00 3 3
部品袋 29.00 3 2
部品箱 161.00
仕切り 330.00
外装ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 500.00
テープ 5.00 3 2

327.00 246.00 60.00 0 0 7111.00
結束テープ 1.00 3 2
ポリシート 90.00 3 2
外装ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ
封緘テープ 4.00 3 3
PPバンド 11.00 3 3
結束テープ 9.00 3 2
ポリシート 150.00 3 2
緩衝材
外装ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ
封緘テープ 3.00 3 3
PPバンド 15.00 3 3
ライトロン 16.00 3 3
ｽﾄﾚｯﾁﾌｨﾙﾑ 14.00 3 2
外装ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ
封緘テープ 3.00 3 3
TZﾚﾊﾞｰｾｯﾄﾊﾟｯｸ 22.00 3 2
TZｾｯﾄｹｰｽ 紙 59.00
ポリ袋 7.00 3 2

271.00 36.00 16.00 22.00 0 0

軒裏 ケイカル板厚12（有孔ボード）

小計

中間の販売会社発生合計

土間コンクリート厚100、磁器床タイル150角

フォルマ23　GW4-19型(枠)

雨樋(シビルスケア)　吊具

クボタ松下電工外装　カラーベスト
コロニアル

表4.2.7　仕様概要表・仕上表別の梱包資材・緩衝材等の使用量(その1)

下葺：アスファルトルーフィング20kg

備考

雨樋(シビルスケア)　たてとい

小計

小計

現場発生合計

仕上

仕上

屋根

フォルマ23　GW4-19型(把手セット)

ベルエア　GC型　(把手セット)

フォルマ23　GW4-19型(本体)

ベルエア　GC型　07420L(枠)

雨樋(シビルスケア)　エルボ
雨樋(シビルスケア)　集水器

ＭＲの可能性梱包資材・緩衝材等の素材(単位g)

クボタ松下電工外装　セラディール13

仕様 梱包資材品目
1棟あたり
の投入量

ステンレス製、アクリル樹脂焼付塗装仕上

現場発生合計

野地板：構造用合板Ⅰ類厚12

サイディング

下地

現場発生合計

小計

小計

ベルエア　GC型　07420L(本体)

開口部

ベルエア　GC型　07420L(網付格子)

勝手口戸

1ヶ所

1ヶ所

1ヶ所

外部板金

ケイカル板厚12（有孔ボード）

玄関戸

ポーチ

捨谷・雨押・水切・谷樋：カラー鉄板

全体計 プラスチック計

モルタル刷毛引き

116.01㎡　72梱包
（1梱包/10枚）

116.01㎡

175.65㎡　64梱包
（1梱包/2枚）

中間の販売会社発生合計

小計

構造用合板厚12,アスファルトフェルト下地

小計

中間の販売会社発生合計

雨樋(シビルスケア)　軒継手

雨樋(シビルスケア)　軒とい

33.87ｍ　1梱包
（1梱包/20本）

49.65ｍ　2梱包
（1梱包/10本）

（1梱包/50個）
雨樋

小計

（1梱包/100本）

1ヶ所

1ヶ所

1ヶ所

1ヶ所

部位
その他

外壁

破風・鼻隠し

軒裏換気口

基礎見えがかり



PE PP PS PET 不明 ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ レベル カスケード
箱 819.00
ｽﾄﾚｯﾁﾌｨﾙﾑ 3.00 3 2
片ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 21.40
小口パット 15.00
テープ 2.30 3 3
箱 929.00
カットバン 1.50
ｽﾄﾚｯﾁﾌｨﾙﾑ 2.10 3 2
テープ 3.30 3 3
養生テープ 0.70 3 2
箱 661.00
ｽﾄﾚｯﾁﾌｨﾙﾑ 3.00 3 2
片ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 21.40
テープ 1.40 3 3
箱 404.00
カットバン 6.10
ｽﾄﾚｯﾁﾌｨﾙﾑ 2.20 3 2
テープ 1.50 3 3
箱 442.00
ｽﾄﾚｯﾁﾌｨﾙﾑ 3.00 3 2
片ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 21.40
テープ 1.40 3 3
箱 339.00
カットバン 6.10
ｽﾄﾚｯﾁﾌｨﾙﾑ 2.20 3 2
テープ 1.50 3 3
箱
ｽﾄﾚｯﾁﾌｨﾙﾑ
片ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ
テープ
箱
カットバン
ｽﾄﾚｯﾁﾌｨﾙﾑ
テープ
箱
ｽﾄﾚｯﾁﾌｨﾙﾑ
片ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ
テープ
箱
カットバン
ｽﾄﾚｯﾁﾌｨﾙﾑ
テープ

16.20 11.40 0 0 0 3686.90
外装ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 460.00
PP封緘ﾃｰﾌﾟ 2.88 3 3
小口パット 58.00
片ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 105.00
ｽﾄﾚｯﾁﾌｨﾙﾑ 4.16 3 2
ポリ袋 1.00 3 2
ポリ袋 1.00 3 2
ポリ袋 1.00 3 2
ポリ袋 1.00 3 2
ｽﾄﾚｯﾁﾌｨﾙﾑ 3.00 3 2
テープ 1.00 3 3
緩衝材 40.00 3 3
ビス袋 1.00 3 2

12.16 3.88 0 0 0 663.00
ｽﾄﾚｯﾁﾌｨﾙﾑ 0.23 3 2
ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 280.00
ﾊﾆｶﾑﾊﾟｯﾄﾞ 147.00
ｽﾄﾚｯﾁﾌｨﾙﾑ 0.20 3 2
バンド 112.00 3 3
ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 330.00
仙貨紙 紙 126.00

0.43 112.00 0 0 0 757.00
板ダンボール 179.00
バンド 16.00 3 3

0 16.00 0 0 0 179.00
外装ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 1365.00
PP封緘ﾃｰﾌﾟ 2.88 3 3
ｴﾀﾗｲﾄ 2.00 3 2
積層ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 12.00
箱 55.20
片ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 12.00
ｽﾄﾚｯﾁﾌｨﾙﾑ 3.70 3 2
テープ 2.50 3 3
箱 73.40
片ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 8.00
ｽﾄﾚｯﾁﾌｨﾙﾑ 6.50 3 2
テープ 3.00 3 3
養生テープ 0.03 3 2
箱 34.30
ﾀﾞﾝﾌﾟﾛﾝ 2.00 3 3
ｽﾄﾚｯﾁﾌｨﾙﾑ 9.00 3 2
カットバン 2.60
外装ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 1000.00
PP封緘ﾃｰﾌﾟ 2.88 3 3
保護パット 10.00
ﾌﾞﾗｹｯﾄﾊﾟｯﾄ 2.00
外装ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 700.00
補強ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 30.00
保護材 化粧合板 240.00
部品ｾｯﾄ袋 1.00 3 2
ｽｰﾊﾟｰｶｯﾄﾃｰﾌﾟ 0.50 3 2
ﾀﾞﾝﾌﾟﾛﾝﾃｰﾌﾟ 2.00 3 3

22.73 15.26 0 0 0 3304.50

649.52 440.54 76.00 22.00 0 15701.40 開口部 17314.46 開口部 1188.06

1ヶ所

引き違い単体サッシ　半外付
窓　07409　障子

引き違い単体サッシ　外付
16513　障子

ﾄｰﾒｲ厚5mm

デュオ居室用出窓LL220型
下枠補強材 BDHEAA□Z16500

小計

小計

デュオ居室用出窓LL220型
PG障子

デュオPG居室用出窓LL220型
屋根BDHCBA□Z16500

アルミサッシ用網戸

7ヶ所

現場発生合計

引き違い単体サッシ　半外付
テラス16520　障子

引き違い単体サッシ　半外付
テラス16520　枠

1ヶ所

1ヶ所

1ヶ所

1ヶ所

1ヶ所

1ヶ所

デュオダブルガラスルーバー
(オペレーターハンドルセット)

デュオ居室用出窓LL220型
本体表面部PG

デュオ居室用出窓LL220型
本体袖部PG

引き違い単体サッシ　半外付
窓　07409　枠

引き違い単体サッシ　半外付
16511　障子

引き違い単体サッシ　半外付
16511　枠

引き違い単体サッシ　外付
テラス16518　障子

部位

出窓テーブル板

小計

窓ガラス

網戸

出窓

中間の販売会社発生合計

窓サッシ

ルーバーサッシ

ダブルルーバー　ガラス

引き違い単体サッシ　外付
16513　枠

小計

2ヶ所

2ヶ所

5ヶ所

7ヶ所

表4.2.8　仕様概要表・仕上表別の梱包資材・緩衝材等の使用量(その2)

5ヶ所

デュオPGダブルルーバー窓
本体　JFSABA□Z03607

引き違い単体サッシ　外付
テラス16518　枠

型厚4mm 10.3㎡

仕様
1棟あたり
の投入量

梱包資材品目
梱包資材・緩衝材等の素材(単位g)

その他
全体計 プラスチック計

ＭＲの可能性
備考

1ヶ所

1ヶ所

30.16㎡

1ヶ所

1ヶ所

1ヶ所

1ヶ所

小計

ﾄｰﾒｲ厚3mm

開口部

19枚　10梱包（1梱包/2枚）

1ヶ所

19.72㎡



PE PP PS PET 不明 ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ レベル カスケード
袋 11424.00 3 2
バンド 40.00 3 3
シート 14448.00 3 2
バンド 952.00 3 3

25872.00 992.00 0 0 0 0 断熱材 26864.00 断熱材 26864.00

0 0 0 0 0 0 0

3.48㎡
0 0 0 0 0 0

下地 3.48㎡
箱 420.00
バンド 21.50 3 3
シート 79.30 3 2

79.30 21.50 0 0 0 420.00
8枚

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0
1.24㎡

0 0 0 0 0 0
0.74㎡

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0
79.30 21.50 0 0 0 420.00 床材 520.80 床材 100.80

283.03㎡
0 0 0 0 0 0

283.03㎡
0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0

108.63㎡
0 0 0 0 0 0

108.63㎡
0 0 0 0 0 0

箱
シート 558.00 3 2
バンド 84.00 3 3

558.00 84.00 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0
558.00 84.00 0 0 0 0 壁・天井材 642.00 壁・天井材 642.00

テープ（ﾅｲﾛﾝ） PA 9.60 2 2
箱
テープ（ﾅｲﾛﾝ） PA 9.60 2 2
箱
テープ（ﾅｲﾛﾝ） PA 9.60 2 2
箱
テープ（ﾅｲﾛﾝ） PA 9.10 2 2
箱 1150.00
テープ（ﾅｲﾛﾝ） PA 5.30 2 2
箱 320.00

0 0 0 0 0 1470.00 造作材 1513.20 造作材 43.20

テープ（ﾅｲﾛﾝ） PA 12.00 2 2
箱

2梱包（1梱包/4枚） テープ（ﾅｲﾛﾝ） PA 4.80 2 2
2梱包（1梱包/1枚） 箱

バンド 96.80 3 3
テープ（ﾅｲﾛﾝ） PA 7.20 2 2
箱
バンド 96.80 3 3
テープ（ﾅｲﾛﾝ） PA 7.20 2 2
箱

1梱包（1梱包/3枚） テープ（ﾅｲﾛﾝ） PA 3.60 2 2
1梱包（1梱包/10枚） 箱
1梱包（1梱包/2枚） シート 70.40 3 2

70.40 193.60 0 0 0 0 階段 298.80 階段 298.80

仕上

内部仕上

床材

壁

仕上

下地

仕上

仕上

小計

仕上

仕上

仕上

下地

玄関
タイル

土間コンクリート

畳

ホール、LD、台所、洗面所、WC、洋室、物入
永大産業　ニューハイタフビーチ

和室

小計

構造用合板厚12

小計

備考

61.90㎡　8梱包
（1梱包/18枚）

ビニールクロス

階段

押入

台所キッチン前

ラワン合板厚5.5

ラスボード厚7

物入、押入

和室、床の間

ビニールクロス
中間の販売会社合計

ホール、LD、台所、洗面所、WC、洋室、勝手口、階段、物入

現場発生合計

不燃化粧ボード

京壁

ホール、LD、台所、洗面所、WC、洋室、勝手口、階段
石膏ボード

小計

小計
現場発生合計

下地

中間の販売会社合計

小計

グラスウール断熱材
壁・天井用　10kg/m3-50t

ラワン合板厚4

石膏ボード

物入、押入

和室

小計

中間の販売会社合計

仕上

朝日ウッドテック天井材 14.48㎡　2梱包（1梱包/6枚）

現場発生合計

小計

階段

中間の販売会社発生合計

小計

小計

小計

小計

小計

床の間

勝手口
モルタル金ゴテ仕上

地板ケヤキ

仕上

小計

小計

仕上

小計

天井

幅木 Cシリーズ

窓枠 固定枠タイプ　Cシリーズ

断熱材

機能材

仕上

中間の販売会社発生合計

外壁・屋根下
天井

現場発生合計
処理範囲　1階床部分及び1階土壌処理

造作材
笠木

側板

踏み板

3段廻り

処理方法　住宅金融公庫共通仕様書による
防腐・防蟻措置

現場発生合計

外気に接す
る床

グラスウール断熱材
床用　32kg/m3-42t

中間の販売会社合計

梱包資材品目

101.47㎡　33梱包
（1梱包/6枚）

239.48㎡　8梱包
（1梱包/54枚）

表4.2.9　仕様概要表・仕上表別の梱包資材・緩衝材等の使用量(その3)
部位 仕様

1棟あたり
の投入量

梱包資材・緩衝材等の素材(単位g)
全体計 プラスチック計

ＭＲの可能性
その他

仕上

仕上

仕上

下地

木質段板

現場発生合計

ラワン合板厚4

小計

小計

Cシリーズ

上り框 スタンダードタイプ

上り框勝手口用

踊場

蹴込板

1梱包

1梱包

2梱包

1梱包

現場発生合計
中間の販売会社発生合計

1梱包

2梱包

14梱包

4梱包



PE PP PS PET 不明 ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ レベル カスケード
バンド 111.80 3 3
箱
パット MDF
シート 37.30 3 2
テープ（ﾅｲﾛﾝ） PA 6.50 2 2
テープ（紙）
箱
テープ（ﾅｲﾛﾝ） PA 5.80 2 2
テープ（紙）
箱
バンド 15.33 3 3
箱
パット
シート 5.12 3 2
テープ（ﾅｲﾛﾝ） PA 1.33 2 2
テープ（紙）
箱
テープ（ﾅｲﾛﾝ） PA 1.45 2 2
テープ（紙）
箱
バンド 53.80 3 3
箱
パット
シート 36.40 3 2
テープ（ﾅｲﾛﾝ） PA 5.80 2 2
テープ（紙）
箱
テープ（ﾅｲﾛﾝ） PA 5.50 2 2
テープ（紙）
箱
バンド 107.30 3 3
箱
パット
シート 35.90 3 2
テープ（ﾅｲﾛﾝ） PA 4.00 2 2
テープ（紙）
箱
テープ（ﾅｲﾛﾝ） PA 4.30 2 2
テープ（紙）
箱

114.72 288.23 0 0 0 0 内部建具 437.62 内部建具 437.62

2ヶ所
0 0 0 0 0 0

2ヶ所
0 0 0 0 0 0

1ヶ所
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0.08643m
3

0.31802m
3

2.6005m
3

0.325m
3

1.154m
3

0.825m
3

0.043m
3

0.427m
3

0.380m
3

1.519m
3

4.105m
3

0.494m
3

0.044m
3

0.259m
3

0.036m
3

0.409m
3

0 0 0 0 0 0

6ヶ所 台所、洗面化粧台、トイレ、浴室、洗濯機、給湯機
2ヶ所 洗面化粧台、トイレ
1ヶ所 台所、洗面化粧台、浴室、給湯機
2ヶ所 洗面化粧台
5ヶ所 台所、洗面化粧台、トイレ、浴室、洗濯機
2ヶ所 洗面化粧台、トイレ
1ヶ所
4ヶ所
1ヶ所
1ヶ所
1ヶ所
1ヶ所
1ヶ所
4ヶ所
1ヶ所

0 0 0 0 0 0

給湯設備

排水設備
2階

米栂一等

浴室、洗面所、1・2階トイレ

現場発生合計

給湯設備

洗濯機用排水金物

給水設備

1階
2階

2階

単水栓

中間の販売会社発生合計

給湯機付風呂釜24号

中間の販売会社発生合計

流し台、洗髪洗面化粧台、洗面化粧台、シャワー

散水ボックス
排水金具

シングルレバー

1階

部位 仕様
1棟あたり
の投入量

梱包資材品目

通し柱

現場発生合計

戸襖

米栂一等

米栂一等

コンクリート厚100mm以上
鋼製束Aタイプ

米栂一等
米栂一等

換気扇

単水栓

べた基礎

アンカーボルト
ホールダウン金物

火打土台

管柱
化粧管柱

8ヶ所（ガラス戸含む）開き用枠

3ヶ所

3ヶ所

3ヶ所

永大産業　框組デザイン

8ヶ所（ガラス戸含む）洋室開き戸

給排水設備

物入引違い用枠

棟木

大引

物入両開き用額縁 3ヶ所

物入引違い戸

垂木

小計

小計

小計

中間の販売会社発生合計

隅木

片引き用枠

物入両開き用枠

表4.2.10　仕様概要表・仕上表別の梱包資材・緩衝材等の使用量(その4)

洋室片引き戸

3ヶ所

1ヶ所

3ヶ所

1ヶ所

1ヶ所

木構造

8ヶ所（ガラス戸含む）

母屋

土台

火打梁

中間の販売会社発生合計

化粧通し柱

現場発生合計

l＝400（Zマーク表示金物）

中間の販売会社発生合計

永大産業　框組デザイン

永大産業　框組デザイン

建具

基礎

開き用額縁

物入両開き戸

物入引違い用額縁

片引き用額縁

備考
梱包資材・緩衝材等の素材(単位g)

全体計 プラスチック計
ＭＲの可能性

その他

永大産業　框組デザイン

永大産業　框組デザイン

永大産業　框組デザイン

永大産業　框組デザイン

永大産業　框組デザイン

永大産業　框組デザイン

永大産業　框組デザイン

永大産業　框組デザイン

根太

桧

ビス止めホールダウンU

桧一等

加圧式防腐防蟻処理土台

桧貼集成材

米栂一等

永大産業　框組デザイン

米栂一等

現場発生合計

床束

間柱

米栂一等

鋼製火打金物

障子

襖

床梁・桁・胴差

屋外散水栓

キッチン用水栓
洗濯機用水栓

谷木

現場発生合計

1階

米栂一等
米栂一等

米栂一等



PE PP PS PET 不明 ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ レベル カスケード
1ヶ所

3組
2ヶ所
3ヶ所
1ヶ所
1ヶ所
1ヶ所
2ヶ所  
1ヶ所
4ヶ所
2ヶ所
2ヶ所
2ヶ所
2ヶ所
2ヶ所
1ヶ所
1ヶ所
1ヶ所
1ヶ所
2ヶ所
2ヶ所
1ヶ所
1ヶ所

1ヶ所
0 0 0 0 0 0

PPバンド 193.50 3 3
箱
PPバンド 473.00 3 3
箱
シート 156.90 3 2
PPバンド 161.30 3 3
箱
シート 48.90 3 2
PPバンド 116.10 3 3
箱
シート 43.60 3 2
テープ（ﾅｲﾛﾝ） PA 2.90 2 2
PPバンド 90.30 3 3
箱
シート 6.30 3 2

255.70 1034.20 0 0 0 0 1292.80 1292.80

外装ケース 6545.00
保護材 736.00 3 2
緩衝材 木材 2340.00
PPバンド 250.00 3 3

736.00 250.00 0 0 0 6545.00 9871.00 986.00

PPバンド 129.00 3 3
箱
パット
テープ（紙）
箱
パット
PPバンド 96.80 3 3
箱
PPバンド 72.00 3 3
箱
テープ（紙）
テープ（紙製ｶﾞﾑﾃｰﾌﾟ）

箱
パット
テープ（ﾅｲﾛﾝ） PA 6.00 2 2
箱

0 297.80 0 0 0 0 303.80 303.80

PPバンド 86.00 3 3
ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ
PPバンド 114.00 3 3
箱
シート 32.20 3 2
PPバンド 86.00 3 3
箱
シート 19.40 3 2
PPバンド 73.10 3 3
箱
シート 16.30 3 2

67.90 359.10 0 0 0 0 427.00 427.00

PPバンド 150.50 3 3
箱
シート 79.30 3 2
PPバンド 86.00 3 3
箱
シート 22.10 3 2
テープ（紙）
PPバンド 75.30 3 3
箱
シート 63.50 3 2

164.90 311.80 0 0 0 0 476.70 476.70

カスタムデザイン　キャビネットタイプ　サイドキャビネット

現場発生合計

ウォールキャビネット 1セット

1セット

ミラー

1セット

洗面化粧台

インターホン

プレート
ＴＶアンテナ

防雨型コンセント

システムキッチン

ウォールキャビネット 1セット

中間の販売会社発生合計

1セット

1セット

化粧台

カスタムデザイン　キャビネットタイプ　台輪

2セット

ミラー

1セット

現場発生合計

1セット

1セット

1セット

中間の販売会社発生合計

中間の販売会社発生合計

食器棚(シーメイド)
プランＩ型、開口1800sタイプ

カスタムデザイン　キャビネットタイプ　ベースキャビネッ
ト扉

1セット

現場発生合計

カスタムデザイン　キャビネットタイプ　ウォールキャビ
ネット

カスタムデザイン　キャビネットタイプ　サイドキャビネット
扉

ベースキャビネット

洋室-2

1セットコンロ

現場発生合計

給湯機付風呂釜用

現場発生合計

ワークトップ

1セット

中間の販売会社発生合計

ホール（1・2階）

洋室-1

カウンター

洗面所

ベースキャビネット

ウォールキャビネット

洗濯機用

中間の販売会社発生合計

中間の販売会社発生合計

1セット

フードBOX

現場発生合計

1セット

台所用換気扇

台所換気扇用

洋室-3
洋室-4

LD
和室

電子レンジ用

LD・台所
玄関・ホール・各居室
防雨型コンセント・スイッチ及び配線
ホール、LD、階段用

台所冷蔵庫用

1・2階トイレ用
浴室、1・2階トイレ換気扇用

表4.2.11　仕様概要表・仕上表別の梱包資材・緩衝材等の使用量(その5)

換気扇

カスタムデザイン　キャビネットタイプ　ベースキャビネッ
ト

漏電ブレーカー付、12回路用

備考全体計 プラスチック計
ＭＲの可能性

その他
部位 仕様

梱包資材・緩衝材等の素材(単位g)1棟あたり
の投入量

梱包資材品目

分電盤

電気設備

TV付インターホン

台所

BSアンテナ　VHF、UHFアンテナ　ブースター

電灯配線

WC

BS対応TV端子、BS対応同軸ケーブル配線共

備品

1ヶ所

1セット

食器戸棚

1セット

玄関収納

ＴＶ配線
ＴＥＬ用配管

門灯用配線
3路スイッチ
ホタルスイッチ
パイロットスイッチ

コンセント



PE PP PS PET 不明 ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ レベル カスケード
ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 15200.00
木材 木材 2700.00
養生用フィルム 4.90

0 0 0 0 4.90 15200.00 17904.90 4.90

シート 105.00
保護材 102.00 3 3
袋 42.00 3 2
発泡シート 3.00 3 2
バンド 11.00 3 3
テープ 2.00 3 3
ﾊﾟﾙﾌﾟﾓｰﾙﾄﾞ ﾊﾟﾙﾌﾟﾓｰﾙド 905.00
バンド 28.00 3 3

45.00 41.00 102.00 0 0 105.00 1198.00 188.00

箱 4010.00
袋 93.00 3 2
バンド 43.00 3 3

93.00 43.00 0 0 0 4010.00 4146.00 136.00

バンド
ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ
袋

0 0 0 0 0 0

テープ（ﾅｲﾛﾝ） PA 0.70 2 2
箱

0 0 0 0 0 0 0.70 0.70

テープ（ﾅｲﾛﾝ） PA 0.70 2 2
箱

0 0 0 0 0 0 0.70 0.70

箱 410.00
袋 24.00 3 2

24.00 0 0 0 0 410.00 434.00 24.00

箱 46.00
仕切り 11.00
袋 0.40 3 2
テープ 0.50 3 3

0.40 0.50 0 0 0 57.00 57.90 0.90

1386.90 2337.40 102.00 0 4.90 26327.00 備品 36113.50 備品 3841.50

45807.32 5486.73 155.00 0 4.90 40378.00

649.52 440.54 76.00 22.00 0 15701.40

46456.84 5927.27 231.00 22.00 4.90 56079.40 46737.98 合計 155459.38 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ合計 52764.98

中間の販売会社発生合計

1ヶ所

中間の販売会社発生合計

玄関手摺

緊急止水弁付横水栓

現場発生合計
中間の販売会社発生合計

システムバス

トイレ

セントラル換気システ
ム

全体総合計

現場発生総合計

備品

表4.2.12　仕様概要表・仕上表別の梱包資材・緩衝材等の使用量(その6)
ＭＲの可能性

部位 仕様
1棟あたり
の投入量

備考
その他

階段手摺
内廻りΦ38

中間の販売会社発生合計

中間の販売会社発生合計

システムバス　リラッセ1616

ウォシュレット一体型便器ZG

INAX　アメージュMC脱臭シャワートイレ

中間の販売会社発生合計

現場発生合計

現場発生合計

中間の販売会社発生総合計

現場発生合計

現場発生合計

洗濯機パン、同排水ト
ラップ

中間の販売会社発生合計

緊急止水弁付横水栓(洗濯機用水栓)

INAX　洗濯機パン・水栓・排水トラップ

現場発生合計

現場発生合計

マルボ21　Φ38　1.5ｍ

プラスチック計

1ヶ所

1ヶ所

1ヶ所

1ヶ所

梱包資材・緩衝材等の素材(単位g)

現場発生合計
中間の販売会社発生合計

全体計

現場発生合計

中間の販売会社発生合計

梱包資材品目

1ヶ所
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図 4.2.5 梱包資材・緩衝材等の素材・プラスチック樹脂種類別割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※基礎、木構造、電気設備、機械設備を含まず 

図 4.2.6 部位別梱包資材・緩衝材等の使用割合 

梱包資材総重量
155459.38ｇ

PE
29 .884%

ﾊﾟﾙﾌﾟﾓｰﾙド
0 .582%

PA
0 .079%

不明
0.003%

PP
3 .813%

PET
0 .014%

PS
0 .149%

化粧合板
0.154%

鉄
0.006%

紙
0.407%

ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ
36 .073%

木材
28 .836%

PE

PP

PS

PET

不明

ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ

木材

紙

鉄

化粧合板

PA

ﾊﾟﾙﾌﾟﾓｰﾙド

46456.84ｇ

5927 .27g

231 .00g

22 .00g
4 .90g

56079 .40g

632 .00g

905 .00g

122 .98g

10 .00g

240 .00g

44828 .00g

項目別総重量
155459 .38ｇ

雨樋
5.154%

屋根
11 .064%

外壁
29 .939%

造作材
0.973%

階段
0.192%

開口部
11.138%

内部建具
0.282%

床材
0.335%

断熱材
17.280%壁・天井材

0.413%

備品
23 .230%

屋根

外壁

雨樋

開口部

断熱材

床材

壁・天井材

造作材

階段

内部建具

備品

8012 .00g

17200 .00g

17314 .46g

26864 .00g
520 .80g642 .00g

1513 .20g

298 .80g

437 .62g

36113 .50g

46543 .00g
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図 4.2.7 部位別プラスチック製梱包資材・緩衝材等の使用割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※基礎、木構造、電気設備、機械設備を含まず 

図 4.2.8 プラスチック製梱包資材・緩衝材等に使用されている樹脂の割合 

 

項目別

プラスチック総重量

52764.98ｇ

断熱材
50.91%

外壁
34.30%

雨樋
0.10%

備品
7.28%

屋根
2.27%

床材
0.19%

壁・天井材
1.22%

階段
0.57%造作材

0.08%

内部建具
0.83%

開口部
2.25%

屋根

外壁

雨樋

開口部

断熱材

床材

壁・天井材

造作材

階段

内部建具

備品

1200 .00g

18098 .00g

1188 .06g

51 .00g26864 .00g

100 .80g

642 .00g

43 .20g

298 .80g

437 .62g
3841 .50g

プラスチック総重量

52764.98ｇ

PS
0 .44%

PET
0 .04%

不明
0.01%

PA
0 .23%

PP
11 .23%

PE
88 .04%

PE

PP

PS

PET

不明

PA

46456 .84g

5927 .27g

231 .00g

4 .90g22 .00g

122 .98g
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集計結果より、新築戸建住宅 1 棟あたりの梱包資材・緩衝材等の使用量は、合計で 155.5kg(現場発

生：138.6kg、中間の販売会社発生：16.9kg)、プラスチック製梱包資材・緩衝材等の使用量は、合計で

52.8kg であった(現場発生：51.6kg、中間の販売会社発生：1.2kg)。 

梱包資材・緩衝材等の素材・プラスチック樹脂種類別の割合は、ダンボールが最も多く使用されており

36.0%(56.1kg)となっている。ついで、ポリエチレン(以下、PE)が 29.9%(46.5kg)、木材が 28.8%(44.8kg)とな

っている。また、部位別の梱包資材・緩衝材等の使用割合は、外壁に最も多くの梱包資材・緩衝材が使

用されており 29.9%(46.5kg)となっている。ついで、備品(品目に関しては、表 4.2.11、12 を参照)が

23.2%(36.1kg)、断熱材が 17.3%(26.9kg)となっている。 

プラスチック製梱包資材・緩衝材等の建設資材・住設機器の部位別使用割合は、断熱材に最も多く使

用されており 50.9%(26.9kg)となっている。ついで、外壁が 34.3%(18.1kg)、備品が 7.3%(3.8kg)となってい

る。また、プラスチック製梱包資材・緩衝材等の使用樹脂の割合は、PE が最も多く使用されており

88.0%(46.5kg)となっている。ついで、ポリプロピレン(以下、PP)が 11.2%(5.9kg)、ポリスチレン(以下、PS)が

0.44%(0.23kg)となっている。 

 以上のように、プラスチック製梱包資材・緩衝材等の使用割合は、全梱包資材・緩衝材等の 1／3 程度

であり、使用されているプラスチック樹脂は、その大半が PE である。なお、調査回答より、PP が使用され

ているものの大半は、バンド状のものであることから、汚れ等の付着を抑える現場での保管方法並びに回

収システムを確立することで、再資源化が促進されるものと考えられる。 

 

4.2.2.2 建設資材・住設機器メーカーの再資源化に関する取り組み状況 
調査対象における梱包資材・緩衝材等のリサイクル推進のための配慮事項について整理した結果を

図 4.2.9 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.2.9 梱包資材・緩衝材等のリサイクル推進のための配慮事項 

1

1

2

2

5

5

6

7

13

0 3 6 9 12 15
回答数(件)

 省資源(簡易)包装を推進

 ダンボールを主包装材化

 封印釘,発泡ｽﾁﾛｰﾙ緩衝材を極力廃止

 塩ビ系樹脂包装材を撤廃(PE・PP化)

 出荷パレットの回収・再使用

 資材の再使用化(単一品に統一)

 通い箱の採用

 分別できる梱包形態の採用

 回収・再使用の依頼 回答：19社
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調査結果より、梱包資材・緩衝材等のリサイクル推進のための配慮事項として最も多く取り組まれてい

たのが、梱包資材・緩衝材等の省資源(簡易)化の推進であり、13 社(68.4%)において実施されている。つ

いで、プラスチック樹脂から切り替えてダンボールを主たる梱包資材・緩衝材等に使用しているとしたの

が 7 社(36.8%)、封印釘、発泡プラスチック緩衝材の極力廃止が 6 社(31.6%)、塩ビ系樹脂包装材を撤廃

(PE・PP 化)、資材の再使用化(単一品に統一)が 5 社(26.3%)となっている。 

梱包資材・緩衝材等のリサイクル推進に有効な対策について調査した結果では、リサイクル推進のた

めの配慮事項と同様に、“要求性能を維持した上で、梱包資材・緩衝材等の使用量を削減する”が大半

(84.2%)を占める結果となった。ついで、“再生資源としての利用が可能な梱包資材・緩衝材等と、他の資

材との分離を可能な限り容易に出来る構造とする”が 73.7%となっている。 

今後のリサイクル推進のための対策としては、現状の配慮事項を引き継ぎ、梱包資材・緩衝材等の省

資源(簡易)化、再資源化可能(もしくは分離分別が容易)な資材の使用が主たる対策となっていくと考えら

れる。 

 

4.2.3 調査結果の検証 
“2.2 新築戸建住宅における現場調査”を用い、本アンケート調査の集計結果について検証を行った。

表 4.2.13 に“2.2 新築戸建住宅における現場調査”の調査結果と本アンケート調査の集計(現場発生の

み)によるプラスチック製梱包資材・緩衝材等の発生量を示す。 

 

表 4.2.13 調査結果の検証 

 
住宅金融公庫モデルプランを参照

とした集計結果(本調査) 

新築戸建住宅における現場調査

による発生量(2.2 参照) 

延床面積 138.5m2 (41.96 坪) 110.96m2 (33.56 坪) 

プラスチック製梱包資材・緩

衝材等の発生量合計 
51.58kg 43.03kg 

単位面積あたりの発生量 0.372kg/m2 0.387kg/m2 

PE 45.80kg (0.372kg/m2) 37.30kg (0.336kg/m2) 

PP 5.49kg (0.04kg/m2) 5.34kg (0.05kg/m2) 

PVC － 221g 

PS 155g 15g 

PA 123g － 

PET 22g 8g 

ABS － 90g 

PC － 13g 

樹脂種類別発生量 

※( )内は、単位面積

あたりの発生量 

不

明 
4.9g 7g 

 



145 

“2.2 新築戸建住宅における現場調査”と比較した結果、単位面積あたりのプラスチック製梱包資材・

緩衝材等の発生量、樹脂種類別の発生量(特に、大半を占める PE、PP の単位面積あたりの発生量)は、

よく一致しており、本調査では、概ね妥当な結果を得られたといえる。 

 

 

4.3 アルミサッシ面格子販売会社排出廃棄物のリサイクルについて 
 

4.3.1 経緯 
WG2 での議論と、4.2 で述べた当該建具製造メーカーに対するアンケート調査分析により、アルミサッ

シ・面格子等については、メーカー工場より各エリア販売会社に邸別部材が納入され、開梱組み立てを

行い、再養生後に建設現場搬入がなされることがわかった。 

アンケート調査分析による工場出荷時の荷姿ならびに使用梱包材材料別投入量と、実際の現場での

荷受時簡易梱包との差異からも見て取れた。また、建材販売会社の視察によりアルミサッシ、面格子、ド

アなどの場合は、梱包材のほとんどが組み立て部品付けをおこなう建材販売会社にて排出されることが

判明した。 

 

4.3.2 改善ポイント 
本調査の目的は建設現場における廃プラスチックの排出を削減することと排出されたプラスチックをマ

テリアルリサイクルなど経済的に有効な手段で循環させるシステムづくりが目標である。 

本来、当該案件のような中間流通段階での産業廃棄物・事業系一般ゴミなどは調査の範囲外であっ

たが、視察によって、それらプラスチック梱包材は、屋内作業で作業時分別が一定レベルまでなされてい

ること。一定の商圏をもつ建材販売会社が排出拠点であるため、量が確保できること。販売会社はメーカ

ー流通経路の一部であるため、樹脂種の判別や統合など分別を容易におこなえるよう情報交換がし易い

こと。現状は有料事業系一般ごみとして処理されていることがわかった。 

また、メーカーサイドからみても、梱包材の環境対応は３R（リデュース・リユース・リサイクル）推進である

が、リデュース(発生抑制)を狙った簡易梱包やリユース（再使用）通函化は、傷つきや汚れなどクレームの

発生と相反関係であるから、施主の目に触れる高額商材には採用し辛いと思われる。その意味で今まで

と同様で安心なフルスペック梱包であっても、中間商流での排出される廃プラスチックをリサイクルで有効

利用ができれば経済的な価値もあるものといえる。 
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4.3.3 販売会社での作業 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 4.3.1 梱包外観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 4.3.2 開梱作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 4.3.3 養生発泡シートとフィルム巻き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 4.3.4 専用ビスと取り説の二重包装 
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写真 4.3.5 専用ビス個別包装とホチキス止め 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 4.3.6 現状の回収状態 

 

写真 4.3.7 面格子梱包状態 PP バンドと樹脂袋 

 

 

4.3.4 廃プラスチック回収（試行） 

 

写真 4.3.8 当該販売会社で使用している東京都指定事業系ごみ収集袋 

９０リットルタイプ処理料金は 243 円×2 枚貼付（東京都中野区） 

※試行では一袋を回収し樹脂種の特定と計量をおこなった。 
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写真 4.3.9 90 リットルごみ収集袋の中身を形状判断で展開分別 

 

展開分別品目 A 分類 

無色で印刷がないもの（貼付紙ラベルが剥がせるもの）（ホチキス留めが外せるもの） 

 

写真 4.3.10 発泡シート（自己接着フィルムと共巻きのためテープなどの付着なし） 
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写真 4.3.11 面格子などが入っていた大型の樹脂袋（邸名が印刷された紙ラベル個別貼付） 

 

 

写真 4.3.12 取付ビスや説明書などが入っていた小型の樹脂袋（ホチキス留め） 

 

 

写真 4.3.13 小さめの網戸などが入っていた中型の樹脂袋（邸名が印刷された紙ラベル個別貼付） 
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写真 4.3.14 自己接着性フィルムのようなもの（ラベルや粘着層はなし） 

 

展開分別品目 B 分類 

無色でないもの印刷があるもの（貼付紙ラベルが剥がせるもの）（ホチキス留めが外せるもの） 

 

写真 4.3.15 取付金具が入っていた小型の樹脂袋（直印刷） 

 

 

写真 4.3.16 取付ビスが入っていた小型の樹脂袋（ピンクの色つき）（ホチキス留め） 
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展開分別品目 C 分類 

ラベルや粘着部分が大半を占め分離しづらいもの（または分離に手間がかかるもの） 

 

写真 4.3.17 自己接着性フィルムと紙ラベル 

展開分別品目 D 分類 

ラベルや粘着部分が大半を占め分離できないもの（残渣物など） 

 

写真 4.3.18 残渣物  あて段ボールと粘着テープ 
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4.3.5 樹脂種判定と計量 
樹脂判定は、2 章にて利用したオプト技研製赤外線樹脂判定機でおこなった。例を写真 4.3.19 に示

す。※大型樹脂袋・中型樹脂袋・自己接着フィルムについても同様に判定をおこなった。 

 

写真 4.3.19 発泡シート・直印刷樹脂袋・ピンクカラー樹脂袋の測定結果  

 

判定結果と重さの計量データを(表 4.3.1)に示す。 

 

表 4.3.1 アルミサッシ販社排出廃プラスチック樹脂種分析と９０㍑あたりの重量 

ポリエチレン  2,500   ㌘/90 ㍑ 

外観汚れ区分
写真
番号

部材名
樹脂種判定
結果

90㍑あたり
の重量(㌘）

留意点
マテリアル
リサイクル
判定

展開分別品目A分類 4-10 発泡シート PE 100 なし 良好
展開分別品目A分類 4-11 大型袋 PE 1,300 紙粘着ラベル 良好
展開分別品目A分類 4-12 無色ビス袋 PE 100 ホチキス留 良好
展開分別品目A分類 4-13 中型袋 PE 100 紙粘着ラベル 良好
展開分別品目A分類 4-14 自己接着性フィルム PE 900 なし 良好
展開分別品目Ｂ分類 4-15 直印刷小型袋 PE ― 印刷 条件付
展開分別品目Ｂ分類 4-16 ピンク色ビス袋 PE ― 色・ホチキス留 条件付
展開分別品目Ｃ分類 4-17 自己接着性フィルムと紙ラベル PE ― ― 不可

合計 PE 2,500 良好
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4.3.6 経済性評価（試案） 
判別の終わった樹脂を WG１の再資源化技術メンバーで確認し、経済性の評価をおこなった。あくまで

試算ではあるが、平成 17 年春の当該ポリエチレン樹脂相場が、ヴァージンで 100 円/kg から 150 円/kg。

リサイクル樹脂は 55 円/kg から 80 円/kg と想定される。 

この汚れ区分であれば再生プラスチックメーカーで 60 円/kg の加工コストで再資源化マテリアルリサイ

クルができる。排出者と再資源化工場とのロケーションとボリュームにもよるが運賃は別途 30 円/kg 程度

かかると思われる。 

30 円の運賃で回収し 60 円でマテリアルリサイクルをし、下値の 55 円で販売することとなる。仕入れ原

価が 90 円で販売が 55 円であるので、そのままではキロ当たり 35 円の赤字となる。 

ただし、現時点でアルミサッシ販社は、東京都指定の 90 ㍑袋を購入し、事業系一般ごみの処理シー

ルを一袋あたり 243 円を二枚=486 円(東京都中野区)負担しており、単純に計算すると 90 ㍑ゴミ袋全体

の重さはリサイクルできないものも含め 3,100 グラムであり、販社は袋購入費用も含めるとキロ当たり 166

円の処理費を負担している計算となる。廃棄物処理法に関わる全体のフローを適法に整えれば経済性

のバランスはとれてくる。 

 

4.3.7 今後の展開の提案 
当該梱包資材から回収再生した樹脂は、品質も良好で再生プラスチックメーカーのノウハウをもってす

れば、同じ樹脂袋に再生可能である。樹脂袋については、食品衛生の観点からリサイクル材の使用はの

びていないが、技術的には樹脂袋原料シートを積層タイプとして両側をヴァージン樹脂、芯の部分をリサ

イクル材にすることも実現している。当該商材のように食品以外であれば臭いや衛生上の問題もなく、外

観の透明性にこだわらなければ、アルミサッシ製造元の梱包材をリサイクル材に代替することで、環境負

荷の低減と、トータルコストの削減を担えると思われる。 

 

 

4.4 建設資材の加工工場における梱包資材・緩衝材等の発生状況に関する調査 
 

4.4.1 調査概要 
建設資材の加工メーカーにおける梱包資材・緩衝材等の発生状況に関する調査として、ポラテック株

式会社岩井プレカット工場の視察を行った。調査概要を以下に示す。 

 

日 時 ：2004 年 11 月 3 日 

対 象 ：ポラテック株式会社 (〒306-0605 茨城県岩井市馬立中ノ台 1281  tel. 0297-35-7100) 

敷地面積 5.1 万坪(第 1 工場 1.6 万坪、第 2 工場 3.5 万坪) 

月間構造材生産能力 4.7 万坪(第 1 工場 3 万坪、第 2 工場 1.7 万坪)と日本最大級のプレ

カット工場 

URL： http://www.polus.co.jp/factory/index.html 

調査内容：建設資材の加工工場において発生する梱包資材・緩衝材等の種類(形状・素材) 
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4.4.2 プラスチック製梱包資材・緩衝材等の使用状況 
建設資材の加工工場における梱包資材・緩衝材等の使用状況を写真 4.4.1～11 以下に示す。 

 

 

写真 4.4.1 加工済み(出荷前)製品(その 1) 

 

 

写真 4.4.2 加工済み(出荷前)製品(その 2) 

 

出荷先別に、UV シートで覆い、バンドで束ねられている状態で積みあげられている。 

 

写真 4.4.3 加工前原料の保管状況(その 1) 
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写真 4.4.4 加工前原料の保管状況(その 2) 

 

 

写真 4.4.5 加工前原料の保管状況(その 3) 

 

原料の調達先のロゴが入ったプラスチック製のシートで覆われ、バンドで束ねられている。なお、本調

査では、調査当日に保管されていた原料の全調達先のシートを試料として回収している。4.4.3 で詳述

する。 

 

写真 4.4.6 梱包材の回収状況(その 1) 
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写真 4.4.7 梱包材の回収状況(その 2) 

 

 

写真 4.4.8 梱包材の回収状況(その 3) 

 

シールの裏紙等で使用されていた紙くずは、事業系廃棄物として処理されている。また、プラスチック

系の廃棄物は、他の廃棄物と混ざらないよう分別されている。 

 

 

写真 4.4.9 梱包材の処理状況(その 1) 
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写真 4.4.10 梱包材の処理状況(その 2) 

 

 

写真 4.4.11 梱包材の処理状況(その 3) 

 

プラスチック系の廃棄物は、圧縮梱包後、（株）関商店へ搬送され RPF として再資源化される。 
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4.4.3 プラスチック樹脂種類の判別 
ポラテック株式会社岩井プレカット工場で回収した調査当日に保管されていた原料の全調達先のシー

トについて、プラスチック樹脂種類の判別を PlAScAn-WTM 近赤外分光光度計(付録を参照)を用いて実

施した。表 4.4.1～7 に結果を示す。 

 

表 4.4.1 梱包資材に使用されるプラスチック樹脂種類(その 1) 

状態 包装用シート 

樹脂種類 ポリエチレン 

備考  

 

表面は白色半透明・緑色のロゴ入り 

ハイテクウッド株式会社 

秋田県能代市大森山 1番地 

状態 包装用シート 

樹脂種類 ポリエチレン 

備考  

 

表面は白色、裏面は黒色 

青色のロゴ入り 

状態 包装用シート 

樹脂種類 Other(紙) 

備考  

 

表面は黄色・緑のロゴ入り 

ざらざらとした感触 
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表 4.4.2 梱包資材に使用されるプラスチック樹脂種類(その 2) 

状態 包装用シート 

樹脂種類 ポリエチレン 

備考  

 

表面は白色 

菱秋木材株式会社 

状態 包装用シート 

樹脂種類 ポリプロピレン 

備考  

 

表面は白色・青色のロゴ入り 

ざらざらとした感触 

B.C.SOFTWOOD 

NATURAL・RENEWABLE 

状態 包装用シート 

樹脂種類 ポリエチレン 

備考  

 

表面は白色半透明 

状態 包装用シート 

樹脂種類 ポリエチレン 

備考  

 

表面は緑色・白色のロゴ入り 

ざらざらとした感触 
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表 4.4.3 梱包資材に使用されるプラスチック樹脂種類(その 3) 

状態 包装用シート 

樹脂種類 ポリエチレン 

備考  

 

表面は白色・緑色のロゴ入り 

ざらざらとした感触 

状態 包装用シート 

樹脂種類 ポリエチレン 

備考  

 

表面は白色・灰色のロゴ入り 

ざらざらとした感触 

状態 包装用シート 

樹脂種類 ポリエチレン 

備考  

 

表面は白色・黒色のロゴ入り 

状態 包装用シート 

樹脂種類 ポリエチレン 

備考  

 

表面は白色・緑色のロゴ入り 

ざらざらとした感触 
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表 4.4.4 梱包資材に使用されるプラスチック樹脂種類(その 4) 

状態 包装用シート 

樹脂種類 ポリエチレン 

備考  

 

表面は白色・青色のロゴ入り 

ざらざらとした感触 

状態 包装用シート 

樹脂種類 ポリエチレン 

備考  

 

表面は白色・黒色のロゴ入り 

 

状態 包装用シート 

樹脂種類 (表)PP  (裏)Other：紙 

備考  

 

表面がシールとなっており、裏面は、その

台紙となっている。 
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表 4.4.5 梱包資材に使用されるプラスチック樹脂種類(その 5) 

状態 バンド 

樹脂種類 ポリプロピレン 

備考 無色透明 

 

表面：ざらざら 

※ざらざらした模様の分だけ、色が白く見

える。 

状態 バンド 

樹脂種類 ポリプロピレン 

備考 薄黄色 

 

表面：ざらざら 

状態 バンド 

樹脂種類 ポリプロピレン 

備考 黄色 

 

表面：ざらざら 

状態 バンド 

樹脂種類 ポリプロピレン 

備考 黄色 

 

表面：ざらざら 
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表 4.4.6 梱包資材に使用されるプラスチック樹脂種類(その 6) 

状態 バンド 

樹脂種類 ポリプロピレン 

備考 赤色 

 

表面：ざらざら 

状態 バンド 

樹脂種類 ポリプロピレン 

備考 青色 

 

表面：ざらざら 

状態 バンド 

樹脂種類 ポリプロピレン 

備考 灰色 

 

表面：ざらざら 

※通常の PP バンドより若干幅が厚めであ

った。 

状態 バンド 

樹脂種類 PET 樹脂 

備考 無色透明 

 

表面：ざらざら 

※ざらざらの模様も入っているが、PP バン

ドと比較して、透明度が高い。 
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表 4.4.7 梱包資材に使用されるプラスチック樹脂種類(その 7) 

状態 バンド 

樹脂種類 PET 樹脂 

備考 無色透明 

 

表面：ざらざら 

※一つ前の PET 樹脂のバンドと材質は基

本的に同じものであるが、若干幅が狭めで

あった。 

状態 バンド 

樹脂種類 PET 樹脂 

備考 緑色 

 

表面：ざらざら 

※PP バンドと比較すると光沢があり、触感

も堅めであった。 

状態 バンド 

樹脂種類 PET 樹脂 

備考 緑色 

 

表面：模様なし 

※模様がないため、表面がつるつるであ

り、一見して PP バンドと異なったものであ

ることが分かる。 

状態 バンド 

樹脂種類 Other (PET) 

備考 黒色 

 

表面：模様なし 

※黒色のため、判別装置では、樹脂を判別

出来なかったが、 PET 樹脂と考えられる。

通常のバンドと比較して、若干幅が厚め。 
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プラスチック樹脂種類の判別を行った結果、シート系のプラスチック系梱包資材に関しては、ポリエチ

レン、ポリプロピレンの 2 種類のプラスチック樹脂が使用されていた。これら 2 種類のプラスチック樹脂を

“見た目”、“触った感触”等で判別することは困難である。 

また、バンドに関しては、ポリプロピレン、PET 樹脂の 2 種類のプラスチック樹脂が使用されていた。こ

のバンドに関しては、従来、プラスチック樹脂種類の判別が比較的容易で、リサイクルが事業として成立

しているものもある。しかし、今回の調査により、ポリプロピレン以外の樹脂(PET 樹脂)が使用されているこ

とだけでなく、従来の判別方法(表面の加工状況で、ざらざらのものが PP、つるつるのものが PET 樹脂と

していた)に当てはまらないものも存在していた。 

そのため、プラスチック樹脂の種類が容易に判別出来るよう樹脂種類の表示もしくは加工方法の工夫

について共通認識を持つことが、今後、必要になるといえる。なお、PET 樹脂のバンドは、新築工事現場

等の調査においては排出されておらず、資材の加工工場等で使用されているだけなので、周知は比較

的容易と考えられる。 

 

 

4.5 まとめ 
梱包資材・緩衝材等のリサイクルに関する調査のまとめとして、“梱包資材・緩衝材等のプラスチックに

対する提言”と“実現に向けての課題”を示す。 

 

「梱包資材・緩衝材等のプラスチックに対する提言」 

流通段階で発生する梱包資材・緩衝材等は、流通途中の段階または建設段階で廃棄物として発生す

る。流通途中のものは汚れなどの付着も少なく、自主努力で分別回収可能であると考える。また、建設現

場においては汚れなどの付着に課題は残るが、容易に分別する方法を提案することが必要と考える。こ

れら質のいいプラスチックを回収するための今後の方向としては、次のようなことが考えられる。 

 

(1) 梱包資材・緩衝材等を選択するメーカーに対する提言 

· プラスチック樹脂種類が分かるような表示を行う 

表示によってプラスチックの種類が分かるよう検討する。これについては、流通段階や現場で容易に

分別できるような形の表示方法を業界でコンセンサスをとって同様の表示にすることが望ましい。表示

の方法についてはその使われ方を考慮して、色や文字や幅の形状などが適切に理解されるような検

討が必要である。 

 

· 梱包材のプラスチックの種類を整理する 

リサイクル可能で適材適所の梱包材を選択し、流通するプラスチックの種類をリサイクルという視点

から業界全体で整理する。その際、適切なプラスチックをリサイクルの視点から整理して選択し、同時

期に発生する同様のものは同じ種類にするなど、分別・回収・リサイクルが容易に行える仕組みを構築

しやすくなるような配慮が望まれる。 
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(2) 流通段階及び建設現場に対する提言 

· 流通段階及び建設現場においてプラスチックの種類毎に分別して排出する 

表示に従って梱包材のプラスチックを分別し、リサイクルに回るよう努力する。その際プラスチック  

発生量、汚れや付着物などの異物が少なくなるような工夫とその除去、効率的な回収方法を検討する

ことが望まれる。 

 

｢実現に向けての課題｣ 

· 回収したプラスチックによるリサイクル品の性能などを考慮して、これらが確実に使用されることも検

討していかなければならない。 

· 色、汚れなどはプラスチック排出側と、リサイクルのための受け入れ側とで求める条件が大きく異なる

ので、双方の情報交換をして、有効なリサイクルシステムを構築する必要がある。 

 




